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いては，格別の考慮が払われず，特に血清の濃度だ
けについて，大きな注意を払った形で，操作が運ば
れている。従って，これまでのミクロ血液型検査法
では，或は，血清の微量化および稀薄化を唯一の武
器として，或は，特にうすい血清を上手に使う特殊
の手技を応用して，血液型検査のミクロ化を計って
いるのであると，いうことができる。こうした所
からみると，著者らがここに公表する超ミクロ血液
型検査法は，非常にうすい血球液を基準として行な
われる全く新しいアイデアのミクロ法であると，い
ってよいのである。
といっても，血球液が甚だ高度に薄められたとき
には，それに対応して，血清の方も，特に高度に稀
釈されなければならない。そこで，著者らの超ミク
ロ血液型検査法においては，‘‘顕微1倍価の血清''と
名付けた甚だ高度に稀釈された抗Aおよび抗Bの
血清が，使われているのである。だから，この超ミ
クロ法において，高度に稀釈された血清が使われて
いるのは，それに0.01％の血球浮遊液が使われたた
めの二次的処置であると，いうのが本当である。
しかし，仮りに血清の側だけからみるとすれば，そ
れは，顕微1倍価の血清を使う新しいミクロ法であ
るとも，いうことができる。
いずれにしても，著者らの超ミクロ血液型検
査法においては，0.01％の血球浮遊液即ち甚
だ高度にうすめられた血球液が使われた結果
として，血清の方も亦，これまでのミクロ法で
はみられない高度な稀釈液即ち“顕微1倍価
の血清"とした上，使われているのである。
この稀釈血清即ち顕微1倍価血清は，超ミク
ロ用として特に調製された新しい血清である
から，著者らの超ミクロ血液型検査法には，使
用する血清の方にも大きな特徴があると，い
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ってよい。こうした所からみると，著者ら
の超ミクロ法は，血清の使い方に関しては，顕
微1倍価血清を使う新しい方法であると，い
うこともできる。
以上のように，著者らの超ミクロ法において
は，血球浮遊液および血清の両方が，従来の
文献にはみられない甚だうすいものとして使
われているのである。こうした場合において
は，凝集反応の如何は，肉眼またはルーペで
は，全く判定できない。そこで，著者らの
方法では，その観察判定に100倍拡大の顕微鏡
を使うようになっている。従来のミクロ血
液型検査法特に吸収法によるミクロ法におい
ては，顕微鏡を使う行き方のものは，全くな
い。してみると，凝集反応の判定に100倍拡
大の顕微鏡を使うことも，矢張りこの超ミク
ロ法の特徴であると，いってよい。
以上に記載したように，著者らの超ミクロ法
は，0.01％の血球浮遊液と非常にうすい血清
をもって，吸収法に基づく血液型検査法を行
なっていくものである。従って，このミクロ
法は，原理からみれば，確かに吸収法と全く
同一のやり方によるものではあるが，使用する
血球液および血清が，従来のものとは大きく
違っており，両者とも非常にうすいものとさ
れているのである。そうした関係上，著者ら
の方法においては，血球浮遊液および稀釈血
清は，毎回特に正確を期し，作成しておかな
ければならない。そこで，血球浮遊液の作成
に当っては，われわれはヘマトクリット法の助
けによって，血球の濃度をいつも正確にはか
るようにしたと同時に，血清の方は肉眼1倍
価血清を原液とする倍数稀釈によって，その8
～16倍稀釈液を作成し，これを使うことにし
たのである。血球浮遊液の作成に当って，ヘ
マトクリットを使い，その浮遊液の濃度の正確
さを確かめて行く方法は，少〈も従来の文献
には，全く見当らない。してみると，これ
は矢張り，この超ミクロ法の特徴の1つであ
ると，いってよい。
ここで，ひとまず，以上に述べた所をとり
まとめておくと，著者らの超ミクロ血液型検査
法は，前記した実施方法に関する項に示され
ているように，原理および手順などは，従来
の吸収法を利用する血液型検査法と同一では
あるが，これにはさきに列挙したような種々
の特徴があり，その特徴の個々のものは全く
新しいアイデアのものとなっている。従っ
て，この超ミクロ血液型検査法は，これまでの
方法とは内容の違う全く新しい行き方のミク
ロ法であると，みなければならない。
しかし，この新しいミクロ法は，原理だけで
はなく，操作の手順などが，従来の吸収法によ
る血液型検査法と全く同じであるので，それ
には，吸収法の長所，例えば，試料の中にある
型物質そのものを直接に証明(立証)して行く
所の最も安全確実な方法になっていること，
および，操作が最も簡易なものとなっている
ことなどの長所が，全くそのまま不変に残留
しているのである。而かも，この超ミクロ法
では，最近の新しい行き方のミクロ血液型検査
法，例えば，二重結合反応または解離試験法
などによるものの場合のように，洗糠処置など
の甚だむずかしい操作が全く不要になってい
る。
してみると，著者らの超ミクロ血液型検査法
は，確かに全く新しい行き方のミクロ法であ
って，それには既に述べたように，多数の
看過できない特徴点と長所とが認められるこ
とが，ここに明白になったのであるが，なお
この新しいミクロ法によれば，血痕の場合の被
検試料の所要量は,0.001mg～0.002mg程度の
非常な微量になって来る。
この所要量は，被検資料が木綿布に付着した血痕
であれば，血痕付着繊維の1～21nrnのものの1本に相
当している。なお，この所要量は，最近の新しい行
き方の血液型検査法(二重結合反応または解離試験法
などによる検査法)の場合と同じ程度のものになって
いると，思われる。
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本篇においては，著者らの新しいミクロ血液
型検査法である超ミクロ法が審わしく紹介さ
れているが，その記載の内容は，新法の実施方
法，方法の決定までに行なった実験とその実
験成績，血痕についてのこの新法による検査成
績および著者らの血液型検査法の特徴の吟味
などに，分れている。
著者らの超ミクロ血液型検査法は，検査の原
理からみれば，確かに従来通りの吸収法によ
る検査法と全く同一ではあるが，この方法に
は，従来の文献には全くみられない新しいア
イデアの操作がその各段階において採用され
ているので，それは内容上，全く新しい血液
型検査法になっていると，いわなければならな
いものである。
この新しいミクロ法は，血痕の場合において
は,0.001mg程度にあたる被検試料をホール
オペクトの2個の凝集窩内におき，それに抗
Aおよび抗Bの"顕微1倍価血清"の1滴を滴
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査法の長所を全くそのまま維持している形の
ものであるので，その操作は非常に簡易であ
って，二重結合反応または解離試験法による
場合のようなむずかしい洗族操作が全く不要
になっている。従って，このミクロ法は，実
用上にも確かに注目すべきものであると，思
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